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十
一
月
二
十
九
日
、「
薬
物
乱
用
防
止

講
座
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
は
、

民
間
の
リ
ハ
ビ
リ
施
設
へ
入
居
し
、
薬

物
依
存
か
ら
回
復
し
よ
う
と
実
践
さ
れ

て
い
る
方
か
ら
直
接
話
し
を
聞
き
ま
し

た
。
薬
物
依
存
へ
の
経
緯
や
実
態
な
ど
、

自

ら

の

体

験

に

基

づ

く

話

に

生

徒

達

は
、
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

十
一
月
三
十
日
（
水
）
情
報
処
理
科
全
生
徒
が
、
学
科
研
修
へ

行
き
ま
し
た
。 

午
前
中
は
、
鹿
児
島
国
際
大
学
で
経
済
学
部
教
授
の
衣
川
恵
先

生
か
ら
「
日
本
銀
行
の
役
割
」
「
信
用
創
造
」
に
つ
い
て
の
講
義

を
受
け
ま
し
た
。
広
い
黒
板
を
一
杯
に
使
用
し
た
板
書
や
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
を
活
用
し
た
講
義
に
生
徒
達
は
、
一
生
懸
命
に
ノ
ー
ト
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。
午
後
は
、
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
か

ご
し
ま
Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ス
タ
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ス
タ
で 

は
、
最
新
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
情
報
工
学
機
器
を
体
験
し
、
情
報

機
器
の
仕
組
み
や
技
術
に
つ
い
て
の
学
習
を
し
ま
し
た
。 

十
一
月
二
十
四
日
（
土
）
、
崇
城
大
学
の
先
生
を

お
招
き
し
、
小
・
中
・
高
校
生
及
び
一
般
の
方
を

対
象
と
し
た
絵
画
の
勉
強
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
勉
強
会
は
、
曽
於
市
市
民
提
案
型
地
域
づ
く

り
事
業
支
援
補
助
金
の
助
成
を
受
け
、「
優
れ
た
先

生
に
学
び
な
が
ら
吉
井
淳
二
記
念
展
に
出
品
す
る

作
品
を
制
作
し
よ
う
」
の
目
的
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 四

十
五
名
の
参
加
が
あ
り
、
小
・
中
学
生
は
水

彩
画
、
高
校
生
・
一
般
の
方
は
油
絵
を
学
び
ま
し

た
。 次

回
は
、
一
月
十
二
日
（
土
）
に
実
施
予
定
で

す
。 

十
二
月
七
日
、「
い
じ
め
防
止
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

臨
床
心
理
士
の
冨
田
恵
子
先
生
を
お
招
き
し
て
、
若
手
教
職

員
に
よ
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
交
え
な
が
ら
、
自
己
分
析
と

「
い
じ
め
」
は
、「
絶
対
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と

い
う
意
識
を
学
び
ま
し
た
。 
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今日の「薬物乱用防止講座」の講座を聞いて，

改めて薬物乱用の怖さを知りました。これまで

何度もこういったセミナーを受けてきました

が，今回は実際に薬物をしてしまった人の体験

談を聞くことができました。薬物なんて自分に

は関係のないものだろうと思っていたけど，身

近な「薬」が薬物依存への道を切り開いてしま

うのだと知って，少し恐くなりました。薬物の

恐さは本当にひどい物だと思った。家族をまき

こんでしまったり，人間関係の破壊など，自分

の考えまで変えてしまっていくなんて，軽く考

えてはだめだと思った。今日一番忘れてはなら

ないと思ったのは，「薬物はやめてからも自分

を苦しめる」ということです。自分のためにも            

周りのためにも，ＳＴＯＰ薬

物！を心がけて過ごしていこ

うと思った。 

後藤美有紀（三年情報処理科） 

い
じ
め
防
止
セ
ミ
ナ
ー 

今日のいじめ防止セミナーで 

はＯＫグラムチェックをした 

り，ゴミ箱の中身を想像して書  

いたりと，とても楽しいセミナ  

ーでした。冨田さんの話も，と  

ても聞きやすく頭の中にしっ

かりと入ってきました。自分はいじめられたこともないし，相

手をいじめたこともないので，気持ちは分かりませんが，いじ

めを受けた方はとても悲しくて心にダメージを受けると思い

ます。いじめた方は，変わっていく必要があります。人は自ら

変わることが出来る力を持っているので，努力をすればきっと 

変わることが出来ます。今日の 

セミナーはとても分かりやすく 

楽しかったです。    

山平幸豊（二年普通科） 


